
平
成
二
十
年
四
月
四
日
受
領

答
弁
第
二
二
一
号

内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
二
一
号

平
成
二
十
年
四
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
平
野
博
文
君
提
出
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
呼
称
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
平
野
博
文
君
提
出
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
呼
称
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
お
け
る
「
後
期
」
と
い
う
用
語
の
検
討
の
経
過
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
、
政
府
は
、
新
し
い
高

齢
者
医
療
制
度
の
創
設
等
に
つ
い
て
の
具
体
的
内
容
、
手
順
及
び
年
次
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
基
本
方
針
を
策
定
す
る
も
の

と
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
平
成
十
五
年
三
月
二
十
八
日
に
「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
二
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
く
基
本
方
針
に
つ
い
て
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
中
で
、
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
七
十
五
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
と
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
前
期
高
齢
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
新
た
な
制
度
と
す
る
こ
と
と

し
、
こ
れ
を
軸
と
し
て
検
討
を
更
に
深
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
高
齢
者
を
前
期
と
後
期
と
に
区
分
し
て
制
度
設

計
を
行
う
べ
き
と
の
基
本
的
な
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
お
け
る
検
討
、
医
療
制
度
改
革
に
つ
い
て
広
く
国
民
的
な
議
論
に
供
す
る

た
め
の
た
た
き
台
と
し
て
の
「
医
療
制
度
構
造
改
革
試
案
」
の
公
表
等
を
経
て
、
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
に
政
府
・
与
党

医
療
改
革
協
議
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
医
療
制
度
改
革
大
綱
」
に
お
い
て
、
六
十
五
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
前
期
高
齢
者

一



に
つ
い
て
は
、
退
職
者
が
国
民
健
康
保
険
に
大
量
に
加
入
し
、
保
険
者
間
で
医
療
費
の
負
担
に
不
均
衡
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
調
整
す
る
制
度
を
創
設
し
、
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
心
身
の
特
性
や
生

活
実
態
等
を
踏
ま
え
、
独
立
し
た
医
療
制
度
と
し
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
創
設
し
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
十
年
度
に
実
施

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

医
療
制
度
改
革
大
綱
を
踏
ま
え
立
案
さ
れ
た
も
の
が
、
平
成
十
八
年
二
月
十
日
に
第
百
六
十
四
回
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ

た
「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
で
あ
り
、
同
法
案
に
お
い
て
、
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第

八
十
号
）
を
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
改
め
る
と
と
も
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
い
う
章
名
の
下
で
、

こ
の
関
係
規
定
が
設
け
ら
れ
、
国
会
で
の
審
議
の
後
、
同
年
六
月
十
四
日
、
同
法
案
が
可
決
・
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
法
律
案
に
つ
い
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
同
法
案
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

は
行
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
前
期
」
及
び
「
後
期
」
と
い
う
名
で
年
齢
区
分
を
設
け
て
い
る
他
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度

と
し
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

二



広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、
「
前
期
」
と
い
う
用
語
の
意
味
は
、
「
あ
る
期
間
を
二
つ
ま
た
は
三
つ
に
分
け
た
場
合
の
、
最
初
の

時
期
」
と
さ
れ
、
「
後
期
」
と
い
う
用
語
の
意
味
は
、
「
あ
る
期
間
を
前
・
後
の
二
つ
ま
た
は
前
・
中
・
後
の
三
つ
に
分
け

た
場
合
の
最
後
の
時
期
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
時
系
列
を
表
す
用
語
で
あ
る
。
ま
た
、
「
前
期
高
齢
者
」
及
び
「
後

期
高
齢
者
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
各
種
統
計
、
政
府
の
白
書
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
平
成
十
二

年
十
二
月
十
二
日
閣
議
決
定
）
等
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
制
度
の
う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
者
と

七
十
五
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
の
異
な
る
制
度
を
同
じ
法
案
の
中
で
規
定
し
、
し
か
も
、
保
険
者
間
で
金
銭
の
納
付
及
び
交

付
が
行
わ
れ
た
り
、
保
険
者
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
金
銭
の
支
援
が
行
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

制
度
を
明
確
に
指
し
示
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
、
制
度
設
計
の
経
過
も
踏
ま
え
、
「
前
期
高
齢
者
に
係
る

保
険
者
間
の
費
用
負
担
の
調
整
」
及
び
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
と
い
う
用
語
を
端
的
に
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘

の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
等
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
身
近
で
親
し
み
や
す
い
通
称
を
設
け
る
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
及
び
自
治
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
制
度
の
趣
旨
等
に
つ
い
て
さ
ら
に
国
民
に
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
ご
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
誤
解
が
生
じ
な
い

三



よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
今
後
、
増
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
高
齢
者
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
現
役
世
代
と
高
齢
者

の
負
担
の
公
平
化
及
び
明
確
化
を
図
り
つ
つ
、
国
民
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
と
し
て
後
期
高
齢
者
に
も
一
人
一
人
に
応
分
の
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
保
険
料

の
総
額
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
給
付
費
総
額
の
一
割
程
度
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
後
期
高
齢
者
一
人
当
た
り

の
保
険
料
額
に
つ
い
て
は
、
所
得
等
に
応
じ
て
算
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
低
所
得
世
帯
に
属
す
る
方
に
対
し
て
は
軽
減

措
置
を
講
じ
る
な
ど
、
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
険
者
に
よ
っ
て
保
険
料
額
の
算
定
方
法
が
異
な
る
こ
と
や
、
市
区
町
村
に
よ
っ
て
医
療
費
の
水
準
に
高
低
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
七
十
五
歳
未
満
の
高
齢
者
が
負
担
す
る
保
険
料
額
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額
と
を
単
純
に
比
較
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
仮
に
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
（
税
）
と
の
比
較
を
し
た
場
合
、
約
八
割
の
市
町
村
が
採
用
し
て
い

る
方
法
で
算
定
し
た
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
（
税
）
の
保
険
料
（
税
）
率
の
全
国
平
均
を
用
い
て
算
定
し
た
保
険
料
（
税

）
額
と
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
設
定
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
率
の
全
国
平
均
を
用
い
て
算
定
し
た

四



保
険
料
額
を
比
較
す
れ
ば
、
基
礎
年
金
受
給
者
や
平
均
的
な
厚
生
年
金
受
給
者
に
お
い
て
は
負
担
減
と
な
る
傾
向
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

御
指
摘
の
差
別
的
な
取
扱
い
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
は
、
そ
の
第
一
条
の
目
的
に
あ
る
よ
う
に
、
国
民
の
高
齢
期
に
お
け
る
適
切
な
医
療
の
確
保
を
図
る
た
め
、
後
期
高
齢

者
に
対
す
る
適
切
な
医
療
の
給
付
等
を
行
う
た
め
に
必
要
な
制
度
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
も
と
よ
り
、
年
齢
を
理
由

と
し
て
後
期
高
齢
者
に
不
利
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
こ
の
よ

う
な
目
的
を
踏
ま
え
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
構
築
に
努
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
制
度
の
適
切
な
運

用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

五


